









































































































夫・家族 :66%  専門家 :19%
2)どんな支援を求めるか
家事・育児の手伝い :58%
精神的理解者を求める:20%
3)育児に関して思うこと
① 育児肯定群 :36%
② 育児葛藤群 :28%
③育児否定群 :36%
母親が子どもに抱く否定的感情に関する臨床心理学的研究 渡邊理恵
【考察】
鹿児島市に在住し保育園もしくは幼稚園に預け
る乳幼児をもつ母親は,子どもに湧き上がる愛情
を抱きながらも,かなりの頻度で感情的に子ども
を叱りそれが罪悪感となっている。そして感情的
に叱った後子どもに自分の気持ちを語り,謝つた
り,説明したり,反省を促したりしながら子ども
と心の交流を深めながら育児方法の見直しを行なっ
ている。そして育児支援は,身近な家族である夫
に助けを求めている人が多く,それは直接に家事
や育児を手伝つて欲しいという内容が大半を占め
ている。加えて育児に伴 う迷いや不安を共有し,
自分の存在を認めて欲しいという精神的支えを望
む声も想像以上に多く見られた。この少子化の時
代に,男性も女性も自分という個人の生き方を尊
重しながら,父親として母親として相互に自分の
中にある男性性と女性性を発揮する時である。そ
して,家庭だけでなく社会にとっても貴重な子ど
もたちを,健康に健全に守り育てていく重要な役
割があると考える。育児においては,生物学的に
母親に代われない絶対的領域は当然存在する。し
かし本研究において明らかとなった母親の育児否
定感や葛藤状態の実態を貴重な情報として受け止
め,決して母親をあるべき論で苦しめることなく
社会構造の変化に応じた子育て支援を心理士とし
て具体的に展開していきたいと考える。ただ,母
親に対して多くの支援が注がれる必要性は認識さ
れなければならないが,母親自身の育児観の未熟
さ,父親の非協力的態度にこめられた男性の未成
熟さと横暴さ等が顕著に見られるケースも多くあ
る。「母親も人間だから」とか 「自分を犠牲にし
たくない」という理由から,子どもの自然な要求
にも苛立ちを向けることが正当化されてはならな
い。親となる以前の思春期から,自我の確立や男
女対等なパー トナーシップを育成する教育の機会
の重要性を感じる。つまり男性も女性も「人間と
しての成熟のあり方が問われる時代」としての子
育て支援を考え,具体的な心理支援を展開しなが
ら共に人間的成熟を目指すことができればと考え
る。
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